
令和６年度　麁玉協働センター地域づくり講座 【麁玉協働センター】

　最近、他の人との交流が苦手になっている人向けの講座で、内容は土

いじり（陶芸粘土を使って置物や鉢などの作品を自分のペースで作った

り、多肉植物を飾れる大きさまで育てて、鉢植えを作ったりする）です。

　講座の目的は協働センターへ足を運ぶことで講師は協働センター職員

が行います。専門的な指導はありませんが、協働センターに来て、作品

をつくる際、試行錯誤したり、成功体験を味わったりしながら土いじり

を楽しみましょう。

月日：6/12から10/23の第2･4水曜日

時間：午前10時から12時(全10回)
◆ 場所・・麁玉協働センター実習室（浜名区宮口3171） ◆ 講師・・麁玉協働ｾﾝﾀｰ職員
◆ 対象・・他者との交流が苦手になっていて、家から出る回数が少ない60歳くらいまで

　　　　　 の社会人（付き添いも可能、定員に達しない場合は途中参加も可能）

◆ 定員・・５人程度（応募多数の場合、抽選または活動日や時間を調整）

◆ 持物・・汚れていい服装、筆記用具、飲み物(水分補給用)、作業の途中に必要と感じた
　　　　　 道具（初心者向けの道具はあります）   

◆ 参加費・・基本無料(用意した材料より持ち帰り作品を多く作る場合、粘土等実費1kgあたり500円)

【問い合わせ】浜名区麁玉協働センター・電話番号：053-582-3011

★ 申込方法・(1)窓口で申込書に記入、(2)スマホなどでフォームに入力

★ 申込期間・４月１９日(金)まで 
※ 協働センター窓口で申し込む場合、日曜日と休祝日は受け付けておりません。申請書を提出できる曜日と

時間は休祝日を除く月曜日から土曜日の午前8時30分から午後5時15分までです。

※ スマホなどを利用する場合、応募フォームからの申し込みをお願いします。応募フォームは､｢麁玉協働セ

ンターのお知らせ｣から、この講座にある緑色の申し込みボタンを押して、開くようにお願いします。

※ 対象に該当しない人は、定員に関係なくお断りすることがあります。

★ 応募多数の場合、５月７日(火)から５月15日(水)まで、当選者の受付番号（申込番
号）を掲示します。お電話でもお問い合わせいただけます。

※ 開催困難な事態が発生した時、講座を中止する場合があります。あらかじめご了承ください。

裏面もご覧ください。

麁玉協働セ
ンターから
のお知らせ

完成イメージ
(植物の育ち具合や作った
鉢の形状で変わります)



令和６年度麁玉協働センター地域づくり講座　申込前のＱ＆Ａ

粘土と植物で作品を作るため、麁玉協働センターに足を運ぼう！

Ｑ　対象は他者との交流が苦手になっていて、家から出る回数が少ない60歳くらい

　　までの社会人となっていますが、どのくらいの回数ですか？

Ａ 家から出る回数としていますが､「人との交流がある外出を月に１～８回くらい

　している人」を対象としています。散歩などで月９回以上外出していても､｢人と

　の交流がない外出｣でしたら、参加対象になります。

Ｑ　基本無料ってどういうことですか？

Ａ  こちらで考えている大きさの試作用（1回1個程度）や施設に飾る作品用の粘土

　 代は無料です。作るのが楽しくなって、多く作りたくなったときに粘土代が必要

 　になります｡多肉植物はｾﾝﾀｰで育てたり､観察のため一度持ち帰る場合は無料です。

Ｑ　未経験でも大丈夫ですか？

Ａ　大丈夫です。講師も最初は手探りで始めました。なので、未経験でもいいです。

　　わからないなりに土いじりを楽しんで、一緒に味のある作品をつくりましょう。

Ｑ　具体的にやることはなんですか？

Ａ　最終的に陶芸粘土で鉢を作り、育てた多肉植物を植えることです。

　　それを最後にできるよう、作ること、育てることを楽しみましょう。

Ｑ　全部で10回という回数が必要ですか？

Ａ　センターに足を運ぶことが目的なので、この回数にしています。

　　多肉植物が生育するまで見守ることも考えています。また、不調で何回か休ん

　　でも楽しめる作業回数だと思います。

Ｑ　協働センターに行ったことがないので不安です。

Ａ　新しいことを始めるには、いろいろ考えてしまうと思います。できるだけ不安

　　が少なくなるよう１つの大きなテーブルにひとりづつの定員にしています。

　　また、正面玄関から入りにくい人は実習室の非常口から入ることもできます。

Ｑ　毎回出席しないといけないのですか？

Ａ  気分が乗らなかったり、不調で動きにくいときは休んでもいいです。

　　作ることを楽しめる状況になったら来てほしいです。

表面もご覧ください。


